
 　 石岡　英夫、逢坂　清悦、菊池　治夫、今　  寿彰
　　　　　　　                    　品田　　 浩、寺田　 　肇

　テーマ投稿　　テーマ「道」

№ 執筆者

1 藤田　則昭

2 土田　紫翠

3 建部　正昭

4 宮内　香宝

№ 執筆者

1 田邊  　亨

2 長利　冬道

3 関　　柳人

4 畑山　房光

5 遠藤　加奈子

6 佐々木　唯雄

7 三上　瑛子

8 田中　智子

9 五戸　とし子

10 浅利　正人

　　教職員川柳

≪俳句≫

≪短歌≫

テーマ投稿 　　「 道 」 

青森県高等学校文化連盟文芸部
令和5年度入賞作品

　　「詩部門」、「短歌部門」、「俳句部門」、「散文部門」
　　「読書体験記部門」

挿　絵

カット     荒谷　ひとみ、一戸　義規

文芸誌「三潮」第47号執筆者一覧

表 紙 絵 　　辻浦　雅仁（田名部中学校）　「緑豊かな東通村」

グラビア 　　竹園　正敏（退職会員）　「下北ジオパークの魅力を伝えたい」

特別寄稿 　　能町　みね子（文筆家）　「人口120万人の青森市にて」

特別企画



№ 執筆者

1 ささしゅう

2 稲見　則彦

3 辻口　風来坊

4 滝尻　善英

5 對馬　洋子

6 佐藤　光友

　通常投稿

№ 執筆者

1 盛　知香子 クリアでブライト

2 伊藤　昭雄 私と北溟寮

3 工藤  　修 まさし君の朝顔の種

4 松越　文雄 内地の熊

5 国分　光明 孤児タロウの　いま

6 久慈　聡子 幾の点

7 三浦　順一郎 遠いところ　ご苦労様です

8 船水　鉄雄 三題噺「市役所窓口」

9 樋川　裕子 雪中行軍七勇士の孫と

10 建部　正昭 セミナリウム西の浜　続（多難）

№ 執筆者

1 佐々木　唯雄 夏目漱石と美術

2 山本　隆悦 南部弁・下北弁の小説家たち

3 浅利　正人 与謝野晶子訳『源氏物語』

№ 執筆者

1 神　光子 小さなさかなくんと雲さん

№ 執筆者

1 田澤　文雄 奇跡の誕生、りんご『ふじ』

2 橋本　ヤス ボダニカルアートツア 青い花の咲く国オーストリア

≪児童文学(童話も含む)≫

題　　　名

≪紀行・ルポルタージュ≫

題　　　名

≪文芸評論・書評≫

題　　　名

≪川柳≫

≪随想（エッセイ）≫

題　　　名



3 　西谷　ともえ 碑を訪ねて番外編　～魯迅先生像

№ 執筆者

1 鎌田　徹郎 南部の山里に津軽のネプタ、そして子ども会

2 中道　淑子 懐かしい日々

3 佐藤　元界 青の景色

4 遠藤　隆司 教育回顧録　④

№ 執筆者

1 長利　冬道 向日葵には複眼あるの

2 對馬　洋子 「時の流れ」「指輪」

3 小山内弘海 さらば　つかのまの・・・

4 江渡　浩三郎 記憶の片隅から（ⅩⅣ）

5 木村　洋志 夏の残像

№ 執筆者

1 田邊  　亨 あなたへの風の道

2 向山　敦子 冬晴れ

3 嵯峨　寛之

4 関　　柳人 民は見てるよ

5 畑山　房光 米寿を詠う

6 遠藤　加奈子 未だ八十

7 三上　瑛子 ランチ会

8 田中　智子 星空

9 五戸　とし子 今夏二〇二三

№ 執筆者

1 藤田　則昭 花筏

2 田村　拡己 暇乞

3 三上　裕子 無題

4 髙田　美津子 松の芯

5 土田　紫翠 蚊遺香

6 菊池　信子 萩乱る

7 宮内　香宝 祭り

≪俳句≫

題　　　名

題　　　名

相手への一途な思いがきっかけで
恋ははじまり果てることなし

≪短歌≫

≪詩≫

題　　　名

≪自伝・評伝≫

題　　　名





№ 執筆者

1 稲見　則彦 土手ぶら

2 辻口　風来坊 コマ送り

3 滝尻　善英 ジョッパリ

4 佐藤　光友 老いぼれ

№ 執筆者

1 小山田良三 しかしそうして - 後編 -

2 竹浪　和夫 村の掟

3 長内  　勝 明日の言葉を届けに行こう

4 梶浦　公平 鴉（カラス）

5 船橋　敏昭 七福湯の夢想

特別企画　教職員川柳

№ 執筆者

1 浅利　正人

2 宇部　好子

3 田邊  　亨

4 ささしゅう

5 長利　冬道

6 関　　柳人

7 滝尻　善英

8 土田　紫翠

9 宮内　香宝

≪小説(フィクション)≫

題　　　名

≪川柳≫

題　　　名



青森県高等学校文化連盟文芸部　令和5年度入賞作品

≪詩部門≫

賞　名 学　校　名 学　年 氏　名

最優秀 青森北高等学校 2 鳴海　拓真

≪短歌部門≫　

賞　名 学　校　名 学　年 氏　名

最優秀 八戸西高等学校 1 脇坂　望杏

優秀 八戸西高等学校 2 奥　銀次郎

〃 八戸西高等学校 1 馬渡　美空

〃 八戸高等学校 3 中村　　有

≪俳句部門≫　

賞　名 学　校　名 学　年 氏　名

最優秀 たおやかな女を演ず藍浴衣 弘前南高等学校 2 石田　夏葵

優秀 エプロンに五月のひかり保育園 八戸西高等学校 1 川崎　絢音

〃 ハマナスの朱どこまでも遊歩道 八戸西高等学校 1 蛭子　陽菜

〃 朝顔や息災を問ふ父の文字 弘前高等学校 2 三上　莉礼

≪散文部門≫　小説

賞　名 学　校　名 学　年 氏　名

最優秀 青森高等学校 2 平井　柑菜

≪散文部門≫　随筆

賞　名 学　校　名 学　年 氏　名

最優秀
北斗高等学校
（定時制）

1 鈴木　美璃

≪読書体験記部門≫

賞　名 学　校　名 学　年 氏　名

最優秀 八戸高等学校 3 漆戸　すみれ

※機種依存文字や常用外の漢字につきましては、平易な文字または仮名などで代用しておりますので、ご了承ください。

この広い世界に生まれ息を吸う愛するために恋するために

清かりき母の回忌に添へられし隅まで白きナースキャップは

「美しい空」と書く名を与えられ戦火を思うはるか西方

透きとおるように生きたくはない水性ペンは机を転がる

作　品　

作　品　名

心は何も間違っていない

作　品　名

猫と口

作　品　

作　品　名

思い出にネイビーを重ねて

作　品　名

水槽


